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いわき支援学校の地域支援センターの役割のひとつに、保育園、幼稚園、小・中学校等からの派遣要請に応じ

て訪問して支援する「出かける支援」があります。 

 出かける支援では、学校生活において子どもの問題行動が障がいの特性によるものなのか、または、個別的な

特徴なのかをとらえるために、これまでの経験や様々な資料、先生方の情報を得てその子の学習活動の様子を見

させていただきました。 

 学校において子どもの困り感にどう関わればよいか管理職、特別支援コーディネーター、担任との話し合いで

は、どのような環境を用意したらその子どもは困らないのか、その子どもがどんなことを望んでいるのか等を協

議してきました。 

この話し合いで対応策が見えて、手立てを講じても、すぐに結果を求めないことが肝心です。先を急がないで、

全職員共通理解のもと、その子のよさをとらえ家庭と連携し、話し合いの結果等を生かし手立てを工夫しながら、

どう育とうとしているのか静かに見守ることも必要と思います。そうしているうちに、その子どもに固有の発達

の芽吹きが見られることを期待したいものです。 

 本校の「出かける支援」は、特別支援学級在籍児童生徒に限らず特別な支援を要する幼児・児童生徒に対する

相談・支援や校内での子ども理解に向けたケース会議、校内の支援体制づくりの研修支援などに応じることがで

きますので、ご活用ください。 

 

いわき支援学校 地域支援アドバイザー 鈴木 貞安 

 

校長先生へ依頼 

 

 

 

いわき支援学校長 曽川 孝規  

日頃より、本校及び当センターの教育活動や取組に対してご理解とご協力を頂きまして誠にありがとうございま

す。特に、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応により、当初の計画を変更しながら進めているこ

とに対しましてご不便をおかけしております。現在、国及び県の感染症対策に留意しながら、平常の取組に戻せる

よう努力しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 さて、本センターの取組は地域の相談支援体制の構築をめざし、関係機関との連携を図りながら、発達に心配の

あるお子さんやその保護者、そして小中学校、高等学校の児童生徒や教員等への相談を受け、一人一人の健やかな

成長を願い支援を行っております。「かぜくもひろば」では、就学前のお子様とかかわりをもち、保護者と共に発

達を支える養育について考え、「かぜくも教室」では保護者や教職員のための学習会を開催しております。また、

各種学校からの依頼を受け、学習や生活を支える相談も受け付けております。 

 今後とも、市内の子どもたちの豊かな成長を支える特別支援学校として、専門性を活かしながら取り組んで参り

ますので、どうぞお気軽にご活用下さい。 

 

子どもたちの豊かな成長を支えるセンターとして 
～いわき支援学校「地域支援センターかぜくも」の取組
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「子どもたちの気になる行動を考える」 

                               副校長 五十嵐登美 

子どもたちの気になる行動を考えるときに、行動の背景や要因を踏まえてかかわるとい

うことが大切だと考えます。私たちが子どもたちの行動をどう見るかが、その後のかかわ

りにもつながっていくからです。 

背景や要因を考える際に、その子の行動を多面的な視点から考えること（認知・情報処

理、言語能力、障がい特性、心理面、愛着等）ともに、「気になる行動が起きる時と起こら

ないときはどんなときか」「気になる行動の前後の状況はどうだったか」なども、気づきの

ヒントになります。こうした気づきができるためには、日頃からの観察が大切になると思

います。子どもたちの行動をどのように見ていけばいいか悩んだときは、例えば、「学習場

面と休み時間の行動の違い」「少人数の活動の時と集団活動の時の違い」「家庭と学校の行

動の違い」「人とのかかわり方」「一日の中で起こりやすい場面」…なども観察の視点にな

るのではないでしょうか。 

日頃から観察の視点を持っていることで、何かが起こった時に、児童生徒の行動の意味

を理解しやすくなり、状況の判断や子どもたちへの働きかけが意識しやすくなると思いま

す。また、一人で抱え込まずに、周囲の先生や関係者とケース会議などで話し合っていく

ことも大切だと思います。子どもたちを取り巻くみんなで考えていきましょう。 

 

幼・保・小・中・高校の先生方へ 

＜ ミニセミナーのご案内 ＞ 

小・中・高等学校等の先生方への研修支援として、下記の日程で本校を会場に、ミニセミナーを行います。

時間は１６：００～１６：４５です。特別支援教育に関心のある方の参加をお待ちしています。 

 

 ９月 ９日（水）「自立活動について」  講師：本校小学部教諭 

１０月２８日（水）「学校と福祉」     講師：いわき基幹相談支援センター 時實様 

～地域支援センター職員紹介～ 

上段左から 

猪狩、廹田、鈴木（アドバイザー）、

加藤、髙木、三瓶、神田 

下段左から 

固山、佐藤、古川、齋藤、大楽 

 

子どもたちのより良い学びを目指し

て、悩みや支援方法について一緒に

考えていきましょう！ 


